
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛育の心で「実生の輝き」を育てる 
校長 後藤 正美  

 見附小学校には、忘れてはならない日があります。平成 17 年２月３日、冬のプール

に近付いた子が、転落凍死するという悲しい事故が発生したことです。それ以降、「命

と安全の日」を設けて、命を大切にする教育を継続してきました。令和５年度の 150 周

年事業では、地域の遊歩道でもあるプール脇の壁を、子供の絵で華やかにしようとい

うアイデアが出されました。悲しい事故を忘れてはいけませんが、未来に向けた新た

な一歩を進めたい愛育会の願いのように私は感じ、嬉しかったことを覚えています。 

 私自身も、令和４年度には全校の子供たちに、翌年からは１年生を対象に命の授業

を継続してきました。以下は、授業からの抜粋です。 

実際の授業では、自由について考えたり詩を紹介したりしました。子供たちは、様々

な環境下で健気に生き、登校してきます。そんな子供たちが「今日も楽しかった」と、

安心して生活できるような環境を、学校・家庭・地域で創ってまいりましょう。 
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自由は楽しいですよね。自由は、憲法という国のきまりでも認められた一人一人

が持っている大切なものです。でも私は、自由は人間にとって２番目に大切なもの

だと思っています。では人間にとって、自由よりも大切なこと１番大切なこととは

何だと思いますか。それは、「今、ここに生きていること」だと思うのです。皆さん

が、今ここに生きていることが、何より素敵なことです。学校や家で、楽しい日もあ

れば嫌な日もありますよね。それは、皆さんも大人も同じです。でも、こうやってみ

んなが今日も生きている。これが何より素晴らしいことだと私は思っています。  

 

（中略）学校で子供が命を落とすという、これ以上ない悲しい事故を、私たちは忘

れてはいけません。人に対して、「死ね」とか「殺す」とか、本当はそう思っていな

いのに、ゲームのような軽い気持ちで言ってしまう人がいます。自分で「もう死にた

い」と言葉にする人もいます。私はその言葉が嫌いです。命をなくすことがどれだけ

つらいことなのか、悲しくて切ない死を見てきたからです。生き返ってほしいのに、

どれだけ涙を流しても、二度と生き返ることはないのです。人の人生を終わらせる

ような「死ね」とか「殺す」とかの言葉を、見小っ子には使ってほしくありません。 

今日は、命の大切さを考える日です。自分の命と人の命、動物などの生き物の命、

これからも命を大切にする見小っ子でいてください。  


